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　筆者は30年以上にわたって保育者養成と現職研修に携わり，アクション・リサーチを行って

きた．保育科学生に事前指導強化型・フィードバック強化型・簡易型のマイクロティーチング

を行って保育者としての基礎的力量を，現職保育者には保育研究と公開保育を行い研修による

力量を形成することを試みた．筆者が作成した保育者の力量形成モデルに基づき，アクション・

リサーチの有効性を検証していく過程で，次の力量形成の新構想を構築するに至った．①保育科

学生では，実習事前事後指導として実習段階間にマイクロティーチングを組み込み，「見学実習

→マイクロ・レッスン→観察参加実習→フィードバック強化型マイクロティーチング→実地指

導実習→事前指導強化型マイクロティーチング」を行い，保育現場と養成校の交互の関わりに

よって基礎的力量を養う．授業科目では簡易型マイクロティーチングを行い，理論と技術の融

合を図る．さらに現職研修にマイクロティーチングを活用する．②養成校教員が保育者の地域合

同研修を組織化して援助する．③現職研修にとって事例検討が有効であったことから，養成の最

終段階に学生も事例検討を行い現職保育者としての素地を培う．
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はじめに

　筆者は30年以上にわたって保育者養成と現職研修に携わり，アクション・リサーチを行って

きた．筆者が作成した保育者の力量形成モデルに基づき，アクション・リサーチの有効性を検

証していく過程で，力量形成の新構想を構築するに至った．本論文はその新構想について論じ

るものである．



　幼稚園教諭や保育士は両者を総称して「保育者」と呼ばれている．近年，少子化傾向や被虐

待児童数の増大などによる子育て環境の激変，ノーマライゼーションによる統合保育の一般化

に伴い，保育者への期待が増大している．2006（平成18）年に教育基本法が改正され，はじめ

て「第11条（幼児期の教育）」が盛り込まれた．保育者は次世代をになう子どもたちを保育し

教育するという重要な立場にある．乳幼児に対する保育の重要性が明白となり，保育のあり方

が注目されている今日，保育者としてふさわしい専門的知識をそなえ，保育技術にもたけた有

能な保育者を養成することは養成校の義務であり，保育者として着任後すぐに現場で活躍でき

る学生を育成しなければならなくなっている．

　1999（平成11）年に改定された保育所保育指針では，子どもを取り巻く環境の急変に対応す

べく，保育所の機能や役割が，通常の保育の充実に加えてさらに一層広がりつつあることが明

示された．通常の保育においては，障害児保育，延長保育，夜間保育などの充実が求められ，

地域においては，子育て家庭における保護者の負担，不安や孤立感の増加など，養育機能の変

化に伴う子育て支援が求められている．このような保育ニーズに応えるべく，現職保育者が職

員研修や自己研鑽などを通して保育や子育て支援の質を常に向上させるよう務めることも，保

育所保育指針に示された．いわば，現職保育者の研修の必要性が明記され，保育研究や保育実

践を進歩させることの重要性が強調されたのである．さらに，2003（平成15）年11月に保育

士資格が法定化され，児童福祉施設の任用資格から名称独占資格に改められた．保育士の国家

資格化から，よりいっそう保育者の専門性の理論的確立が求められ，専門性を備えた保育者の

養成が急を要されるようになった．そして，2008（平成20）年に保育所保育指針が改定され，

厚生労働大臣の告示となって法的拘束力をもつようになり，その中で施設長の責務として研修

を計画的に実施することが明記された．幼稚園教諭では，2009（平成21）年４月より，教育免

許更新制が導入され，10年ごとに30時間の免許状更新講習が義務づけられるようになった．専

門職として，現職保育者の資質や能力の向上が重視されているのである．このように，学生対

象の保育者養成だけでなく，就任後も現職保育者を保育現場でいかに育てていくかが，養成校

教員にとっても重要な課題となっている．

　このような新しい動向に合わせて，養成校教員による現職保育者への研修がなされ，現職保

育者が養成校にて再教育される，言わばリカレント教育が注目されるようになってきた．教育

委員会や保育士会なども，従来から，保育研究や公開保育を義務づけて保育者の資質向上を目

指しており，最近では，教員免許更新制導入により教員への研修が義務化されている．養成校

教員が養成校内だけでなく，保育現場に出向いて巡回相談を行ったり，保育の研究指導をした

り，研修会の講師を勤めたりすることも多くなった．
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Ⅰ. 保育者の専門性と力量形成 ―養成校の役割に焦点をあてて―

１．保育者の専門性

　保育という言葉は，一般に保育所や幼稚園において子どもを保育するという意味で使われて

おり，保護・養護と教育を含む概念であるとされている．保育者の専門性の獲得は，従来，養

成課程に注目して検討されてきたが，筆者は，現職においても力量は継続的に形成されなけれ

ばならないと考える．養成段階では保育に対する専門的知識や技能における力量形成が，現職

段階では専門的な力量を研修を通して維持・向上・発展していくこと（研修による力量形成）

が求められている．各段階別にそれらの力量をいかに有効に形成して，さらにいっそう向上さ

せていくかに，養成校教員の役割があると考える．

　近年，保育者の専門性が重視されると共に，その専門性を定義すべく研究や調査が行われる

ようになった．鳥光（1998）は，1989（平成元）年以前に保育で重要視されていたのは，発

達理論とそれに基づく保育内容の系列化であったが，1989（平成元）年幼稚園教育要領・1990

（平成２）年保育所保育指針の改訂以降は，むしろ保育者の力量，すなわち専門性こそが保育の

質を決めるとされるようになったとしている．その力量のなかでも，子どもの活動と内面を理

解して日々の実践の課題を引き出すことを特に重視している．さらに，日々の実践を省察に

よって自覚し，そこで得た結果を実践へと返すことが重要であると強調している．師岡(1997)

は，保育者に固有な思考の総体を「構想力」と呼び，その解明を通して保育者の専門的力量の

一端を明らかにしている．事例分析にあたり，保育者の思考活動の内容として次のような作業

仮説を設定して研究を進めている．①観察（＝子どもの実態を確かに見る），②見識（＝子どもへ

の願いを確かなものとする），③批評（＝子どもの事実に対し，保育者が持つ願いとの関連の中

で価値を見出し，意味づけていく），④想像（＝子どもの実態に根差して予測する），⑤計画（＝

予想された姿から保育者の関わりの道筋を立てていく），⑥設計（＝保育者の関わりの一環とし

て環境構成の在り方を考えていく）．そして，保育者の「構想力」とは，主観と客観を連動して

いく営みと定義している．鯨岡(2000)は，保育者の専門性として「計画・立案」「実践」「反省・

評価」の３つの柱を提示している．「実践」とは「いま，ここ」の保育場面で子どもを受け入

れ，認めて教え導く「保育者のかかわり」であり，これらの柱に関与する保育者の人間性を重

視している．

　保育者の成長という観点では，高濱(2000)は，保育者は熟達するにつれて豊富な構造化され

た知識を持つようになり，保育の問題解決に文脈と結びついた手がかりが使われるようになる

としている．文部科学省は，2001(平成13)年に策定した「幼稚園振興プログラム」において，

すべての幼稚園教員が適切な時期に必要な研修に参加する機会を充実することを目標に掲げ，

2001(平成13)年11月以降幼稚園教員の資質向上に関する調査研究を実施して，検討結果を「幼

稚園教員の資質向上について－自ら学ぶ幼稚園教諭のために－報告書」（文部科学省,2002)にて

報告した．その中で幼稚園教諭の専門性を定義し，幼稚園教員の養成・採用・現職の各段階に



おける課題と展望を明確にしている．幼稚園教諭の養成段階では，基本的視点は「幼児教育に

基づき，遊びを通して総合的に指導する幼稚園教員の基盤的な専門性を養成すること」で，課

題は「実践力の育成など」である．現職段階では，基本的視点は「研修の役割を踏まえ，研修

の機能や位置付けを明確化して，効果的な研修の展開を図ることが必要であること．研修の目

的・目標を明確化し手法を工夫すること」で，課題は，園内研修，園外研修の充実，研修方法

の充実，地方公共団体による研修体制の充実，養成機関との連携及びその研修機能の強化，と

している．保育者は専門職者として，養成段階では保育（養護や教育）に対する専門的知識や

技能の力量を形成し，現職段階では研修を通してその力量を向上させ，時代と共に変化する保

育ニーズに応じられるよう各自が効果的に研鑽していくこと，つまり，研修による力量形成が

期待されている．

　上田（2003）は，幼稚園教育要領・保育所保育指針の示す力量観，鯨岡(2000)が示す力量，

稲垣・寺崎・松平（1998）が示す小学校教師の力量，文部科学省の報告書（2002）「幼稚園教員

の資質向上について－自ら学ぶ幼稚園教諭のために－」が呈示する幼稚園教員に求められる専

門性を参考にして，今日，保育者に求められる広範で多様な力量を分析的に捉えている．上田

は次の15の保育者の力量を設定して，保育者がその中でどのような力量を重視しているのか

を，調査を行って明らかにしている．

　　①保育に対して熱意や積極性をもつ

　　②発達や保育内容に関する専門的知識・技術をもつ

　　③子ども理解を基盤に保育の計画を立て，環境構成，援助の在り方を構想する

　　④子どもを適切に理解し，遊び・生活への援助を行う

　　⑤子どもの行動を受容し認める態度をもつ

　　⑥子どもの行動に対して，必要に応じて毅然とした態度をとる

　　⑦子どもの集団を把握し，まとめる

　　⑧保育を振り返り，反省することによって，新たな保育を模索する（一人で，集団で）

　　⑨同僚と協力しながら，保育者集団の質を高める（保育場面で，研修場面で）

　　⑩園運営において自分の役割を考えて行動し，全体を見通して運営を支える

　　⑪研修・研究を行い，たえず自己研鑽に励む（一人で，集団で）

　　⑫保護者との連携をとりながら，子どもを育てる

　　⑬地域との連携をとりながら，子どもを育てる

　　⑭今日的な保育の課題に関心をもち，探求する

　　⑮直接実践とは関係がないが，他の学問に関心をもち研究の視野を広げながら研究を深める

　上田(2003)の呈示している保育者の力量の15項目は，保育者として全般的に必要とされ生涯

にわたって向上させていかなければならない力量ではある．しかし，筆者の提唱する力量形成

にそって形成段階別に分類してみると，①から⑦は「子どもを保育する力量」であり，保育に対

する熱意，専門的知識や技術をもち，保育計画を立て子ども集団を把握しながら子ども個人の
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行動を援助し受容するが，必要に応じて規律を教える専門性で，職務遂行上，必要不可欠な力

量である．就任前に養成校にて身につけさせなければならない力量である．ただし，現職保育

者でも常に保育技術を磨き，新たな知識を修得することは保育ニーズに対応するためには必要

とされるため，保育者全員が持たなくてはならない基礎的な力量である．それに対して，⑧から

⑮は「研修による力量」であり，保育研究や保育実践を通して現職段階で形成される「専門性

を向上させる力量」と考える．保育を振り返って反省することで新たな保育を模索し，同僚と

協力しながら保育者集団の質を高める．研修・研究を行って自己研鑽に励み，今日的な保育の

課題に関心をもつとともに，他の学問に関心をもち研究の視野を広げる．この力量の多くは保

育現場に就職した後に形成されると考える．特に所内研修では，保育者が担当する乳幼児の事

例検討を行うことが多く，事例を共有して考察することで，園全体の保育が向上していくと考

える．さらに，地域の保育所や幼稚園が合同で研修することで，地域全体の保育が向上してい

くと考える．また，教育委員会や保育士会が委託する保育研究や公開保育は，地域の保育力の

向上を目指している．

　金子(2009)aでは，保育者の力量形成について詳述している．

２．保育科学生と現職保育者の力量形成モデル

　この論文では，保育者の養成課程に在籍する学生を保育科学生とする．

　１）子どもを保育する力量形成

　「子どもを保育する力量」と「研修による力量」を形成するための『保育科学生と現職保育

者の力量形成モデル』を，図１に示す．

　養成段階と現職段階は連動しているものの，秋田（2000）が提唱するように保育者には発達

段階があり，その段階に応じた力量が求められている．そこで，養成段階では「保育者として

の基礎的力量」が求められ，図１より，その具体的内容は①保育への熱意・情熱，②専門的知識・

技術，③計画と環境構成，④遊びと生活への援助，⑤子どもを受容し認める態度，⑥毅然とした態

度，⑦子ども集団を把握しまとめる，などと考えられる．「子どもを保育する力量」とは，まさ

しく「保育者としての基礎的力量」であり，養成校教員が学生に対して形成しなければならな

い力量である．

　養成校の授業形態には，講義・演習・実習がある．養成校のカリキュラムは，講義にて理論

を学び，演習にて実技を学び，実習にて現場で理論と技術の融合を図るよう工夫されている．

「講義→演習→実習」のサイクルが繰り返されながら，学年が進むほど実習の割合が増え，実践

的な授業が展開されるようになっている．したがって，「実習」は，講義などで学んだ理論や知

識を実践し，その理論や知識を学生自身の子ども観や保育観と結び付けて統合的に体得するこ

とができる教科である．それゆえ，実習は保育者養成にとって欠くことができない重要な科目

であり，保育者養成の集大成の科目と言っても過言ではない．「実習」の教育的意義が重視さ

れ，実習が現場まかせであったという反省から，1991（平成３）年度の教育職員免許法の改正



において実習事前事後指導が導入された．教育実習では，講義などで学んだ理論や知識を実践

し，その理論や知識を学生自身の幼児観や教育観と結び付けて統合的に体得することができる．

その効果を高めるために実習前後の指導が重要となってくる．実習の教育効果が大きいことは

小舘・西方・今村(1977)，井上(1987)などの研究でも示されている．たとえば小舘・西方・今

村(1977)によると，保育者に対する意識，イメージ，資質などの認識が実習を経験することに

よって変化していくことが指摘されている．実習を通して，たとえ短期間であろうと学生は保

育現場に直接ふれ，教師・保育士と乳幼児の相互交渉を観察して，それに関与することができ，
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これが学生の保育者としての意識，態度に大きな影響を与えると思われる．しかし，実習教育

は現場の状況にまかせられている面が大きいためか，効果的な実習のあり方についての研究は

少ない．

　筆者は1981(昭和56)年度から1990(平成２)年度までの11年間，２年制の保育者養成校に勤

務し，実習担当教員として週１回１時限（90分）の「教育実習」の授業を１年次前期から２年

次前期までの１年半担当した．当時は「実習事前事後指導」は免許法においては必修化されて

いなかったが，筆者の当時の勤務校が学外で行われる実習を重視していたことから，養成校独

自の判断で学校必修とされていた．一般的な実習事前指導は，実習施設の紹介，年齢対象児の

行動特徴の理解，保育計画の概要と作成，実習生としての心構え，実習ノートの書き方の指導

などで，実際に保育を実践することは少ない．実習現場は様々な特徴の子どもがいて多様性に

富んでおり，指導体験のない学生のとまどいは大きいと考える．さらに，実習であっても，子

どもを練習相手にしてはならない．筆者は，実習に出る前に，模擬的な指導体験を経て基本的

な教育技術を身につけることが大切であり，指導の対象は幼児であることが望ましいと考えた．

そこで，実習事前事後指導の授業時間を活用してマイクロティーチングを実施した．総合的な

教育技術の向上を目的として始められたマイクロティーチングは教育実習と教師教育の方法で

ある．通常の授業に比べて小人数で，授業内容も縮小して短時間で教えることによって，特定

の教授スキルを実習し訓練することができる訓練方法で，教育実習生が教育現場で教える前に

行えるものである．本来，マイクロティーチングは小学校以上の教育で実施されている．それ

は，教科ごとに着席させて授業をすることが多い小学校以上の教育では，子どもの行動範囲が

限られてビデオにも録画しやすく，分析しやすいためと考える．幼児の活動を保育内容の５領

域の観点で把握する幼児教育は，多様性に富んでおり，小学校以上の教育とは質的には異なる．

しかし，上田(2003)も指摘するように，保育者は子ども集団を適切に指導して，個の主体性や

自主性が育まれる集団を育てる保育技術を身につける必要がある．筆者は保育技術における集

団指導の獲得にあたっても，マイクロティーチングは最適と考えた．そこで，マイクロティー

チングの効果を測定する尺度を作成し，実施方法の観点からどのような面で有効になるかを検

討することにした．

　２）研修による力量形成

　図１より，現職段階は，養成校で培われた基礎的力量（子どもを保育する力量）を基に，現

代の多様化する保育ニーズに対応できるよう力量を特化し向上させていかなければならない．

そこで，現職段階では「研修による力量形成」が求められ，その具体的内容は①反省による新

たな保育の模索，②保育者集団の質を高める，③園運営での役割と見通し，④自己研鑽，⑤保護者

や地域との連携，⑥今日的な保育の課題への関心，⑦他の学問領域への関心，⑧研究の拡大と深

化，などと考えられる．保育者は研修の機能を理解し，効果的な研修を展開して行くことが求

められるが，養成校教員の指導援助も必要とされる．



　保育者研修には，大きく分けて法定研修と任意研修がある．法定研修は初任者（新規採用者）

研修，10年経験者研修などである．任意研修は，園長・設置者研修，主任保育者研修，特別支

援教育研修，乳児研修など，職務や受講者の課題に応じたものがある．また，保育者の経験年

数別に５年経験者，15年経験者，20年経験者などと区分して研修を行っている自治体もある．

研修の主催者は，都道府県，市町村，幼稚園や保育所の関連団体，文部科学省，厚生労働省，

大学・短期大学などの養成機関などがある．一般的には主催者側で用意して，現職者個人が受

講する受動的なものである．

　しかし，主催者側が地域の保育者組織に保育研究や公開保育を委託する場合がある．たとえ

ば，各都道府県及び指定都市には保育士会が設置されており，保育所の子育て文化の再構築や

保育者の専門性の向上のために，市町村などの地域単位に保育研究や公開保育を委託している．

個人を対象とした研修よりも，地域の組織を対象とした研修の方が地域の保育が向上すること

から効率的ではある．ただし，保育者が地域を組織化し，能動的に研究に取り組まなければな

らなくなることから，養成校教員に指導を依頼することが多い．筆者は養成校教員で保育心理

学を専門としており，保育研究や公開保育の指導の依頼を受け，地域の保育研究体制を組織し

て研修を援助した．このアクション・リサーチについて，有効な実施方法を検討した．

　そこで，本論文のⅡでは保育科学生を対象にした「子どもを保育する力量形成」について，Ⅲ

では現職保育者を対象にした「研修による力量形成」について，Ⅳでは保育者養成と現職研修を

連携させた力量形成についての新構想を論じる．

Ⅱ. 保育科学生の力量形成

―マイクロティーチングによる資質や技能の育成―

　２年制の保育者養成校に所属する１年次全学生に保育技術を習得させるために，実習事前事

後指導の一環としてマイクロティーチングを行った．マイクロティーチングには，保育技術１

つ１つを取り上げて訓練するマイクロ・レッスンと，実際に保育を行うマイクロ・クラスがある．

観察参加実習の終了後に訓練を始めたことから，個々の保育技術については理解できていると

考え，マイクロ・クラスを行った．筆者の実施したマイクロティーチングの主な内容は，１つ

の班が約８名で構成され，教師役学生と観察者に分かれて，教師役学生が指導実践を行う．幼

児を対象に指導することから，指導実践前に幼稚園教諭である指導監督者の助言を必須とした．

筆者らが作成した幼稚園教育実習生困難測定尺度（SDKT）を用いて，実習前にマイクロ

ティーチングで訓練された群と講義中心で訓練された群とで比較したところ，マイクロティー

チング群の方が幼児指導などで実習中の困難度が低く，幼児教育においてもマイクロティーチ

ングは有効と考えられた．
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　そこでマイクロティーチングの効果測定結果を基に実施方法を改善しながら，指導実践前の

助言を強化する「事前指導強化型」，指導実践後の振り返りを強化する「フィードバック強化

型」，学生が幼児役となり授業時間数も少ない「簡易型」の３種類のマイクロティーチングを順

次行った．修正しながら実施された経過が分かるように，研究目的・方法・結果と考察・課題

をまとめて表１に示した．

　事前指導強化型では，「幼稚園教員養成用マイクロティーチング有効性測定尺度（EMTKS）」

を作成してその下位尺度（「全般的効果」「学習意欲」「観察学習」「フィードバック」「難しさの認

識」）をもとに認識レベルでの効果を，教師役学生の実地指導技術と幼児行動を評価するリスト

を作成し行動レベルでの効果を測定した．認識レベルで「学習意欲」が高まると行動レベルの

指導技術が向上していたが，「難しさの認識」は言葉かけ・不参加児などへの対応・個別指導と

いった実地指導技術を低下させていた．そこで，「難しさの認識」を軽減させるために，フィー

ドバック強化型に変更してEMTKSと実地指導技術の評価リストを用いて効果を測定したとこ

ろ，指導案の書き方，言葉かけの技術，幼児経験の尊重という具体的で本質的な認識が高く，

実地指導技術でも保育内容の理解度が高く，指導の修正や指導態度が良いという結果が得られ

た．さらに，フィードバック強化型の学生の方が自己認識を変容させ，実地指導を難しいとと

らえていなかった．監督者や学生の負担を考えても，実地指導前の助言のための面接回数の少

ないフィードバック強化型の指導方法が望ましいと考えられた．

　次に，幼児対象の指導や授業時間数の確保が現実的には難しいことから，簡易型マイクロ

ティーチングを行った．EMTKSの項目を用いて因子構造を確認したところ，「学習意欲」「指導技

術」「実習のポイント」「実践の難しさ」の４因子が得られ，簡易型EMTKSを構成することがで

きた．「実践の難しさ」と「学習意欲」の有効性が最も高く，「実践の難しさ」が高くなるほど

「学習意欲」や「実践のポイント」が高くなっていた．

　図１の力量形成モデルで，保育者の基礎的力量の内容として，①保育への熱意・情熱，②専門

的知識・技術，③計画と環境構成，④遊びと生活への援助，⑤子どもを受容し認める態度，⑥毅然

とした態度，⑦子ども集団を把握しまとめる，などをあげた．EMTKSの下位尺度に「全般的効

果」「学習意欲」「観察学習」「フィードバック」「難しさの認識」が，簡易型EMTKSの下位尺度に

「学習意欲」「指導技術」「実習のポイント」「実践の難しさ」が得られ，基礎的力量が総合的に獲得

されると考える．強いて密接に関連する内容を挙げると，EMTKSの下位尺度の「全般的効果」

は①から⑦，「学習意欲」は①，「フィードバック」は②から⑦，簡易型EMTKSの下位尺度の

「学習意欲」は①，「指導技術」は②から⑦，「実習のポイント」は②③④⑦と考える．

　事前指導強化型，フィードバック強化型，簡易型の３種類のマイクロティーチングは，共通

して，指導技術のみならず学習状態を認識させて学習意欲を向上させていた．自己認識も変化

させていた．本来，マイクロティーチングは指導技術の習得を目的に実施されているが，学習

意欲向上や自己認識の変容にまでも影響を与えていると考える．マイクロティーチングが実施

されたことで学習に励むようになり，保育者の資質に沿うように自己を変容するようになるこ
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とが示唆されたのは，マイクロティーチングの効果の新しい側面と考える．

　金子・三浦 (1987)，金子・鈴木・三浦 (1995)，金子・三浦 (1997)，金子（1999），金子（2007）

では，これらの一連のマイクロティーチングの研究について詳述している．

Ⅲ. 現職保育者の力量形成

－保育研究と公開保育を通しての地域研修への援助－

　筆者は，保育士会委託の地域合同研修としての保育研究と公開保育を援助した．保育研究で

は「行動観察研究」「事例研究」を行い，研究の方向性，テーマ設定，体制作りなど，まずは従

来の状況を加味して決定し，保育者の実践家という立場と，研究者という立場を考えて役割を

分担しながら研修を推進した．研究経過や成果になどについては表２を参照されたい．

　行動観察研究では，保育者は，カテゴリー作成，チェックリストを用いてのデータの収集を

行い，研究方法や統計の知識のある筆者は，統計処理，分析，解釈を担当した．分担したこと

でスムーズに研究が進み，結果が速やかに得られた．保育者はデータを取ることで子どもを客

観的に把握することができ，研究者も現場の現状を知りながらより適切に具体的にデータを解

釈できた．主に実態調査部会から，カテゴリー作成の手続きやデータの集計方法を理解できた

という意見が得られた．その他，①年齢別または性別によるトラブルの傾向を知ることが出来

た，②トラブルの多い子の実態を把握するようになった，③トラブルの経過を観察するようにな

り，その原因を探ったり，子ども同士の関わり方にも目を向けるようになった，という効果が

あった．

　事例研究では，全保育者が自分の保育を反省し，対象児の良い面を発見していた．そして，

ほとんどの保育者がトラブルを否定的にとらえず子どもの表現と受けとめて，成長におけるト

ラブルの重要性を実感し，子どもの思いをまず聞き，生育歴や家庭環境などと関連させてトラ

ブルの背景を考えるようになったことがわかった．対象児もほとんどが自分の気持ちを正直に

表出し，担任に甘え，表情が明るくおだやかになり，ことばが増えたりことばを適切に使った

りするようになったことがわかった．全員の保育者が事例研究を有効と回答しており，事例研

究の有効性が示された．

　公開保育の効果は，仲間関係を研修テーマにしたことで目的にそった詳細な観察が可能にな

り，子ども個人の変化のみならず，集団との関わりから個を観るようになったと思われる．個

別記録や公開保育の資料を作成することで文章表現力が向上し，事象を客観的にとらえられる

ようになり，子ども個人の育ちを的確に把握したことで援助の方向が明確になったと考えられ

る．また，共通の対象に向けられた観察意識と具体的な記録は職員同士の討議を活発にして

チームワークを良くし，所内研修自体が保育者の自己発揮の場となっていったのであろう．「担

任の思い」は，発達に即した一貫した対応の指標になったと考えられる．また，日頃の研修の

大切さや保育者の姿勢に改めて気づかされたり，子どもの自己成長力や自己研修のあり方を意
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識化したりする者もおり，公開という緊張場面にさらされることで研修効果が大いに高まった

と考えられる．

　図１の力量形成モデルで，現職段階では「研修による力量形成」が求められ，その具体的内

容は①反省による新たな保育の模索，②保育者集団の質を高める，③園運営での役割と見通し，④

自己研鑽，⑤保護者や地域との連携，⑥今日的な保育の課題への関心，⑦他の学問領域への関心，

⑧研究の拡大と深化，などと考えた．地域合同研修を通して総合的に形成されると考えるが，

強いて言えば，⑤から⑦は別途研修の機会を設けた方が良いかもしれない．

　金子(2001, 2009ｂ, 2010)では，これらの現職保育者の力量形成について詳述している．

Ⅳ. 保育者養成と現職研修の連携による力量形成の新構想

１．事前指導強化型・フィードバック強化型・簡易型マイクロティーチングなどの養成校カリ

　　キュラムでの活用

　図２に「保育者の力量形成における新構想」を示す．

　本研究のマイクロティーチングでは，観察参加実習を終了して保育現場を理解しているとい

う前提で，マイクロ・クラスを実施した．観察参加実習の効果を高めるために，実習前に現場

の見学やビデオ映像を通して保育の技法についてマイクロ・レッスンを行い，保育者の配慮が

読み取れるようにしておくことが望ましい．

　幼児を対象に指導する場合，事前指導強化型のマイクロティーチングはフィードバック強化

型と比較して指導の難しさを感じやすく，さらに立案や実地指導を難しいと認識するほど行動

レベルの指導技術が低下していた．観察参加実習後ではあっても実地指導を体験していないた

めに現場保育者からの詳細な助言が実感できず，指導実践は「難しい」という印象を持ち，萎

縮してしまったと考えられる．必要最低限の助言で子どもとも関わって保育の楽しさを知らせ

るフィードバック強化型マイクロティーチングをまず行い，事前指導強化型マイクロティーチ

ングは実地指導実習後に行われる方が良いと考える．したがって，保育現場の見学実習やビデ

オ映像の後にマイクロ・レッスン，観察参加実習後にフィードバック強化型マイクロティーチ

ング，実地指導実習後に事前指導強化型マイクロティーチングを行うことが望ましいと考える．

　筆者のマイクロティーチング研究は，実習事前指導の一環として始められたために比較的充

分な授業時間数が与えられた．また，実際に幼児を対象に指導し，現場の保育者から助言が得

られる恵まれた状態でもあった．しかし現実的には現場からの協力は得られにくく，授業時間

数の確保は難しい．そこで，学生が幼児役になるなど簡易型のマイクロティーチングを実施し

た．有効性が確認され，保育内容などの授業科目でも容易に実施できると考える．つまり実習

事前事後指導としてだけでなく，科目の中でマイクロティーチングによる専門的知識と保育技

術の融合が可能と考える．

　そこで図２より，保育科学生では，実習事前事後指導として実習段階間にマイクロティーチ
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ングを組み込み，「見学実習→マイクロ・レッスン→観察参加実習→フィードバック強化型マイ

クロティーチング→実地指導実習→事前指導強化型マイクロティーチング」と，保育現場と養

成校の交互の関わりによって基礎的力量を養う．授業科目では簡易型マイクロティーチングを

行い，理論と技術の融合を図る．

２．マイクロティーチングの拡大的導入

　現在の文部科学省の教育職員免許法において，幼稚園の教員免許状は４年制大学で１種，短

期大学では２種が取得できる．本研究では２年間という短い養成期間の中での実施方法を提供

した．４年制大学という２倍の養成期間においては，幼稚園での観察参加とマイクロ・レッス

ンを繰り返したり，実習成果をマイクロ・クラスで確認したり，幼稚園に就職の決まった学生

に対して応用的な教育技術を身に付けさせたりと，様々な活用が可能となると考える．また，

大学院修士課程においては専修免許が取得できることから，マイクロティーチングにより高度

な教育技術を身に付けさせることも可能である．さらに，現職教員のリカレント教育という観

点からも広く活用していきたい．今後，マイクロティーチングは，特別支援教育の導入，教員

免許更新制での活用など，幅広い応用が可能と考える．

　図２のように，所内研修などにマイクロティーチングを導入し基礎的力量の見直しを図る．

養成校と連携し，学生のマイクロティーチング訓練を現職研修にも役立てる．マイクロティー

チングを用いて，実習生教育，現職教員研修などを行うことで保育・教育現場との交流を深め，

研究者・学生・現場教員が一体となって，日々の教育レベルを向上させていくと考える．

３．保育科学生における事例検討の実施

　保育者養成と現職研修の大きな違いは，担当する子どもがいるか否かにあると考える．現職

研修は，対象児の成長発達を助長することを主眼にしており，保育者との相互交渉の分析，対

象児の変容などを継続して検討して行くことが中心となってくる．その研修の中で，保育者の

保育の特徴や方針が明確になり，保育専門職者としての個性が伸張していくと考える．就任直

後から現場で活躍できる保育者を養成するためには，養成校のカリキュラムの中の最終段階に，

学生が乳幼児を担当し継続的に関われる機会を設ける必要があると考える．養成校のカリキュ

ラムの中に，学生が特定の乳幼児を担当し，継続的に観察しながら保育をプランニングし実践

する機会を設ける．アドバイスは養成校教員と現場保育者とで行う．対象児への「保育計画→

実践→省察」の繰り返しを体験し，現職保育者となる素地を形成する．

まとめ

　筆者は保育者の力量形成を段階的に考え，養成段階では乳幼児理解に基づいて養護・教育す

るという保育者としての専門的知識や技能を形成すること，現職段階では研修の機能を理解し



効果的な研修を展開して，保育者としての専門性を維持・向上・発展させることをモデル化した．

　保育科学生はマイクロティーチングを通して，立案，指導技術，学習状態，幼児理解，実践

のポイント，実践の難しさなどについて学んでいた．いわば，保育者となるための基礎的な保

育技術を修得していたと考える．さらに，マイクロティーチングは保育の知識や技能の修得の

みならず，学習意欲の向上，自己認識の変容などにおいても有効だった．マイクロ・レッスン，

事前指導強化型・フィードバック強化型，簡易型のマイクロティーチングを養成課程の中で実

習の進度に合わせて取り入れることを提案した．さらに，現職研修への導入も提案された．

　現職研修では，保育者は研修の方法や進め方を学び，自分の保育実践を省察して対象児への

認識を好ましく変えることが対象児にも良い効果をもたらすことを自覚し，日常の保育を積み

重ねる重要性を自覚していた．また，自分の保育方針や，保育実践者としてのチームワークの

大切さにも気づいていた．特に，保育を公開した保育者は，研修効果に保育専門職者としての

個性が現れていた．保育者が基本的保育技術を土台として，研修を通して専門性を発展・向上

し，保育者としての独自性を形成していったと考える．

　現職保育者においては，保育士会委託の地域合同の保育研究や公開保育を通して保育者とし

ての専門性が向上することを論じた．委託研究は自主的ではないことから，「やらされ感」が強

くなりやすいが，養成校教員が援助して組織化することで保育者個人のみならず地域の保育ま

でもが向上していくことが示された．現職研修では，養成校教員が協働することで組織的な地

域研修が可能であること，行動観察研究よりも事例研究の方が効果的であること，委託された

公開保育も多様な効果があることが検証された．子ども理解の深化，保育観の変容などは共通

した学びとなっていたが，公開保育を前提に所内研修を継続して行う場合は保育所内のチーム

ワークを高め，研修会が自己発揮の場となっていた．学生ならびに現職者においても，学び続

けていこうとする姿勢を形成することが重要と考えられる．

　特に事例検討の有効性が示され，養成校カリキュラムへの導入が提案された．保育者養成の

最終段階では学生が特定の乳幼児を担当して「計画→実践→省察」の繰り返しを体験する．現

職保育者では，地域合同研修を通して力量を形成すると共に，マイクロティーチングや実習を

研修に導入して基礎的力量を洗練し発展させる．養成校と現場保育者の相互協力の下で保育者

養成を行い，養成校の援助の下で現職研修が行われる．

　この研究を通して，今日の養成校教員の役割として，①マイクロティーチングなどを通して有

効な学生指導・現職研修をすること，②保育者の地域合同研修を組織化して援助すること，③学

生も事例検討を行うことの重要性が論じられた． 筆者のアクション・リサーチの成果が，保育者

養成や現職保育者研修にて広く活用されることを望むものである．
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